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開花ステージ・枝長・品質保持剤によるライラック切 り枝の 日持ち性向上
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1 は じ め に

ライラッタは 寒さに強い、寒地・寒冷地向き花木であり、山形県

では、中山間地の農地に導入できる露地栽培品目の一つとして

着目している。ライラック切り枝の短所は、観賞時に花房の萎れが早

く日持ち性が短いことであり、商品性向上のために日持ち性を

向上させる技術確立が必要である。そこで本研究では、切り枝

収穫時の開花蒲→だ、切り枝長と日持ぢ性について、また、品質

胸 の種類と濃度、麟 について検討した

2試 験 方 法

(1)切り呻 開花●グ が日持ち性に及ぼす評

供識防陣ま、品種 `り
｀
ム・陵ア■'と し平成13年 5月 2日 に

収穫、切り枝を∞師 に調整して用いた 切り枝収穫時の開花

ステブは花房の5%航 30%開花 ∞%開花の 3区とした

調書ま、あ℃・aKl l、 12嘲野則 ]下リコ腫鬱Ч個度無謝勘

で、開花程度 l― hのうち開花した害」う 、日持ち性 儘

れが甚だしくなる力、達観で花房の 2害¨ るまでの

切リオ剋翅数 日夕)を調査した 試験翻園ま1区 3木 反復

なしで行つた

(2)切 り枝長が日持Jりこ及ぼす影響

切り枝長を4駄 ∞m、 811tmと した 供試材料及U戦験規

模は (1)剛氣 調査は室内の常温下で行った

(3)品質保持剤の連続吸水が日持ち性に及ぼす影響

切り枝収穫後、各品A― lを含む溶液に生けた 処理溶液

として、靡置如νミニⅢ200pp■、lЮ 18い 口`ヽキノリン研置か 200ppm、

スクロプ2%、硫酸ルヨ)ム 200pm十″口,2%、田
"伽

¨十″口■2%、

′イカ・7〕に∞倍の6種類を用い、水道水を対照とした 供試材

料及U軸 調査場珈ま (1)同様とし、切り枝長は60m

に調監 開花程度は12～15%のものを用いた 開花程度、日持

ち低 処理後 15日 目の切り枝の水通導性について調査した

枝の水通靱幽ま、枝基部5cn割弔い、枝切片の両端にチュー

プにはめ込み チュープの片側の先端を水中に浸して、もう一

方の先端からは水が重力により流オし出すよう1こし、単位面積・

判鋼 当たりの溶出量を測定した 水面から枝切片の下端ま

での高さを 13Klcmに調断した

(4)前卿 日`持ち睦に及ぼす影響

平成 1ヽ 15年に、下記の前処理溶液と処理条件で切り校の

前処理ど予い、輸送を想定した段ボつ箱詰め状態で10℃に24

時間置床後、切り枝の基部 5cmを切戻して水生けを行つた

供請け材宰よ `アド ノれ珂引た14年 4月 16日 俄謝罪募ξlでキヽ 、

平成 15年 4月 28日 (開花程度5～120/Olに、 `り'ム・″う '

は平成 14年 4月 26日 (開花程度5～12%)と 平成 15年 5月

6日 (開花倒度25-460/Olに収穫した切り枝を∞mに調整し

て用いた、訪騒墾は 平年支14を
「  `■ボ ル' と平年支15犠 1は

%℃・5KX1 lx,12時間照明下のい 帷 無誕勧 、平成

14年 `り
｀
ムル帝う'と平成 15年駅験21動 の常温下れ

た 試験視脚ま1区 5本とし、反復なしで行つた

議 区の向或

(平破支144→

前処理溶液 :Srso駈改 sTs2刷、前

"4mM+″
口漱 Ю%、

Sヽ0価+田sl∞伽Ⅲ+″口
'10%、

赫
処理条件 24時間 5℃ 暗条件

職 15犠 1)

STS0 4血 +HQS1000ppm+ス クロース10%    5℃
STS0 4mM+HQS1000ppm+ス クロース10%   常温
STS0 8mM+HQS1000ppn+ス クロ,10%    5℃
,lt' -t 7' ti tu2ool# 5R3

前処理条件 :24時間、5℃ は暗条件、常温は室内処理

(平成 15年試験 2)

前処理溶液      前処理温度条件
STS0 1酬 +HQS1000ppm+ス クロース10%   常温
STS0 2価 +HQS1000ppm+ス クロース10%   常温

前処理条件 :24時間、5℃ は暗条件、常温は室内処理
供試品種はマダム・レモアーヌのみ

※邸 :8ヒ ド|→4フリ巧泡卿ほ SrS彿礎麟鞘幻 :夕げ サ●H

3試 験 結 果 及 び 考 察

(1)切り枝収穫時の開花●プが日持ち性に及ぼす影響

開榊 に収穫した切り櫛 ま日持り出IIく なったが、最

鉾 は低く、花房の 30%及び 511%開花状態で収穫し

た切り枝では、日持bFLvまやや短くなつたが、ゆ

は高カン)た 俵 1)。 %の 切り枷 劇舅花のぼ が遅く、

商品性は不十分であつた
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(2)切 り枝長が日持ち性に及ぼす影響

切り枝が長く、切り枝に対する花房部の割合
"沐

さくな

ると、日持ち性は長くなつた 俵 2)。 枝の貯蔵養分の日持

ち性に紺 る段与が示唆された

(3)品質保持剤の連続吸水が日持ち性に及ぼす影響

殺引 lHQ、 硫動 シミユウ⇒ と糖 ωローXlの混合肉撫 およ

びイプロラBRC拠 させることにより、日持櫛 殴

した俵 3)。 また、通蒔性が良好でも日持ち性力短縮した

(4)前処理が日持ち性に及ぼす影響

平成 14`“D欄 らヽは Sヽ、邸 、スクロ

`の
軸 の、

最終開花程度が高く、品質保持効果も高力つた しかし、

前シ 囲 の処理で曜 障害と見られる薬害力溌生した

俵 4)。 平成 15年の結果は、た 前処理では、Srs α 2側、

04111の混合溶液では同程度の日持Jな榊 花程度であ

つ濁 ヽSTS O鋼 の浪合溶夜0滞 力溌生した STS

Q側 の帳イ帝静女でも、悼脳請鬱D里では疎自あ難 した

開花 日持ち性   最終開花
(日 ±SE)   程度 (%)

また、クリサ・勲ブハ・

“

ま、混合溶液と同程度の日持ち性を示し

たが、最糸開花程度が `升ヾル'で劣つた 俵 5)。 郷 0劉

の混合溶液は常温前処理でも薬害の発生もなく、Sヽ 04■M

の混合溶液は∝ 前処理と同程度の日持ち性延長効果が見

らL7‐ 俵 61。 中 ことから、SISO別 の混斜翻麟ゞ

前処理溶液として適すると考えられた

4ま と め

ライラックの切り枝収穫の開花″ザ の適期は、観賞時の最終開

花程度から、花房の 3Kl-500/O開花状態であった 切り枝長と

日持ち性の関係は、切り枝が長く花房部の割合が小さしヽ まど、

日持ち性が良かつた。また、殺菌剤と精め帳治溶液の連続汲

水は、導管閉塞がなく日持J生の延長が可能であつた 一六

日持ち性の規臓こは、導管閉塞以外の要因も示唆された

切り枝後の前卿 として|よ

"硫
酸銀錯塩 鰤け O allと

鮮ヒドロわキフリカ尚襲i lb1 1000pm及 びンロ漱 lαの赫

が、日持ち性、最終開花程度が優れた しかし、Srsの多量吸

収は、薬害力溌 生するため、処理濃度、処理時間に注意が必

要であつた

表3 各品質保持剤の連続吸水と日持ち、開花、水通導性

品質保持剤の種類
口持ち性 最終開花  水通導性
(日 ±SE)_程度 (%)(μ lん♂/711)

0に霞羹アルミニウム200ppm

ステージ

郵
瑯
郵

9.0± 12
67± 03
73± 09

ｂ^

８

９

切り枝長 花弓暴 HQ200ppm
スタロース2%

15     77   硫酸アルミユウム200ppm+ス タロ‐ス2%   15 0≦
15     60   HQ200ppm+ス タロース2%            15 0≦60cm        0 28   11 7ニヒ2 7

80cm  o 22 14.0± 06  20 70

10 3± 0 7     63
13 0± 0 0     83
6 7■ 0 9     73

15 0≦

188 7
175 0
00

85 9
37 8

258 6
80 7

0 39   8 3=L0 7

“

フローラBRC 50倍
水道水 7 7± 1 5     67

表2 切 り枝長 と日持ち、開花

日持ち性   開花程度 (%)

アナベル -?y)\. v+7't

STS0 4mM+HQS1000ppm+ス クロース10%   19 8こ L1 0     82

日持ち性  最終開花 前処理吸水量 障害
(日 ±SE)程 度 (%)(m1/1oog即)発生

91   無

89   無
81   無

日持ち性  最終開花  前処理吸水糧 障害
(日 土SE) 程度 (%) (m1/1oo8FWl発生

27.1  無
269  有
272  無
289  無

前処理溶液

STS0 4nLM

STS2 01」1

STS0 4mM+ス タロース10%

16 0=ヒ 1 4     86

17 8± 1 4    80

17 6± 0 7     60
7 01ヒ 1 1     55

18 6± 1 1     94

21 011 6     80
水道水            H2± 08  68    83   無  88± 10   54    480  無

アナベル マダム・レモアーヌ

前処理溶液 (処理温度 ) 日持ち性  最終開花 前処理吸水量 障害
(日 ±SE)程 度 (%)(m1/1o∝円)発生

STS0 2mM+HoSiO00ppm+ス タロース10%(5'3) 16 6± 0 4
STS0 4mH+HoS1000ppmIス ク,,ス 10“ (5R3) 14 6± 1 1

STS0 8酬 +HQS1000ppll琢 夕,ウ 1鰯 (5℃ )148± 07
クリサ・―ルフ・ハ・ル200倍 (5'3)

水道水 (6℃ )

13 2± 0 6

9 2± 0 2

無  124± 09
無  124± 11
無  113± 15
無  100± 09
無  80± 0

129  無

139  無

149  有

125  無

86  無

７

７

７

５

４

11 2

107
133
151
11 1

85

84

92

92

61

sTso. 4rpv+HQsl000pph+1r!-.r10fr (fn) 14!,4!0. 4 95 4l-7 R 11.311.3 89 45.8 E

前処理溶液 (処理温度)
曰持ち性 前処理吸水量

…～―・…― ヽ́ヽ 一.―
^′    (日 ±SE)程度 (%)(m1/1oogFD発 生

375  無
420  無

STS0 4mM+HOS1000ppm+スタ|,1鰯 6℃ )162± 12  88    118   無

STS0 1酬十HOS1000ppntxク ロース10%(常凛) 12.8± 1 0      95

STS0 2mM+HOS1000pp口 +スタ,¨ス10氷常ユ) 16 6± 2 1      93
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